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大学院博士後期課程
担当科目

・
・
・
・

通信教育部担当科目

・博物館資料論
・
・
・

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

教務委員(文学部教務委員長）、人権委員、ネットワーク委員、ホームページ委員、情報教育検討
委員、弓道部顧問、女子ソフトボールサークル顧問

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

・奈良大学図書館企画展示「奈良大学図書館所蔵の文化財修理報告書」（2013.4〜6）を担当
・2013年度文化財学科海外研修旅行（インド）引率

日本文化財科学会事務局長

　奈良大学文学部文化財学科　卒業

　文学士

　保存科学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

・科学研究費補助金基盤研究(A)海外「レバノン共和国所在壁画地下墓の保存修復研究(Ⅱ)」（研
究代表　者：西山要一）の分担者として、平成25年度はこれまでのまとめとしておこなった第２回レ
バノン研究会において発表し研究分担者・協力者と意見を交わした
・文化財保存修復学会第７回奨励賞として表彰を受ける

平　成　25　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

　日本文化財科学会　　文化財保存修復学会　　ＩＩＣ　　ＩＩＣJapan

　文化財の科学的分析等による製作技法の解明、　文化財の保存環境

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・
・
・
・

授業科目

学部担当科目

・文化財学研究法（前期）
・保存科学概論（後期）
・保存科学講読（後期）
・保存科学特殊講義（前期）
・保存科学実習（通年）
・保存科学演習（通年）
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2013年7月
文化財保存修復学会
第35回大会

2013東アジア文化遺産保存
国際シンポジウム（大韓民
国・慶州）

2013年9月

2014年3月

奈良大学図書館
みささぎ第17号

第15回奈良大学保存
科学研究会

第２回レバノン研究会

平成25年度文化財保
存修復セミナー

平成25年度文化財保存
修復セミナー

2013年6月

2013年6月

2013年11月

2014年3月

(財)日本博物館協会
博物館研究vol.48-8

2013年7月
前所属でおこなってきた資料保存など
の取り組みについて紹介

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

壁画地下墓保存のヒントとして、空調を
利用しない温湿度管理の実態を報告

汎用プラスチックコンテナを使った脱酸
素処理法の実験で、紙資料に対するカ
ビ抑制効果を確認した

津波によって被災した文化財への緊急
避難措置としての脱酸素処理法の評価

①資料収集・保存復元技術・市
民参画を展示する　—徳島県立
博物館における試み

②

②

③

④

主催者からの依頼で講義を担当(1.5時
間)

2013年4月〜6月におこなった企画展示
について紹介

長期にわたっておこなった土蔵の温湿
度環境調査の結果を報告

⑤

④

③

（学会発表）

⑤博物館と保存科学〜保存科
学が果たす役割〜

①企画展示「奈良大学図書館所蔵
の文化財修理報告書」について

③空調設備等を利用しない文
化財の保存環境について

主催者からの依頼で講義を担当(1.5時
間)

（その他）

②文化財保存環境である“土
蔵”の温湿度環境測定調査

⑤

④博物館における文化財の展
示・収蔵環境

②Evaluation of the anoxia
treatment as the emergency
measure for cultural properties
affected by Tsunami

⑤

①被災現場における緊急避難
措置としての脱酸素処理法の
評価（Ⅱ)―紙資料に対する糸
状菌の活動抑制効果―

③

④


